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　産学連携による臨床研究には，学術的・倫理的責任を果

たすことによって得られる成果の社会への還元（公的利益）

だけでなく，産学連携に伴い取得する金銭・地位・利権な

ど（私的利益）が発生する場合があります．これらの 2 つ

の利益が研究者個人の中に生じる状態を利益相反（conflict	

of	interest:	COI）と呼びます．

　今後，公益社団法人日本顎顔面インプラント学会総会・

学術大会においては，学会として情報開示の方針が決定さ

れたことに伴い，発表者の自主判断によって利益相反状態

の自己申告を行って頂くことに致します．任意であり説明

責任を問うものではありませんが，御協力を宜しく願い致

します．

　利益相反についての情報開示の対象は，論文に関しては，

研究の開始から投稿時までにおける研究内容に関連する企

業や営利を目的とする団体に関する利益相反について記載

して下さい．共同著者については不要です．また，発表演

題が臨床研究である場合で，筆頭演者自身の抄録提出 1 年

前から発表時までにおける，発表内容に関連する企業や営

利を目的とする団体に関する利益相反について記載して下

さい．こちらも共同演者については不要です．また，培養

細胞や実験動物を使用した基礎研究に関しては対象外とし

ます．学会での演題発表時に，公益社団法人	日本顎顔面イ

ンプラント学会総会・学術大会ホームページ上のサンプル

に基づいて利益相反に関しての情報を呈示して下さい．口

演発表の場合は演題タイトルの次のスライドに，ポスター

の場合は演題タイトル直下の位置に呈示して下さい．

　利益相反に関して開示すべき事項については，本大会に

おいて自己申告が必要な金額を下記のように定めます．

（1）	企業または営利を目的とした団体の役員，顧問職に

ついては，1 つの企業または団体からの報酬額が年

間 100 万円以上．

（2）	株の所有については，1 つの企業についての 1 年間

の株による利益（配当，売却益の総和）が 100 万円

以上，あるいは当該企業の全株式の 5％以上．

（3）	企業または営利を目的とした団体からの特許権使用

料については，1 つの特許権使用料が年間 100 万円

以上．

（4）	企業または営利を目的とした団体から，会議の出席

（発表）に対し，研究者を拘束した時間・労力に対し

て支払われた日当（講演料など）については，1 つ

の企業または団体からの年間の日当が合計 50 万円

以上．

（5）	企業または営利を目的とした団体がパンフレットな

どの執筆に対して支払った原稿料については，1 つ

の企業または団体からの年間の原稿料が合計 50 万

円以上．

（6）	企業または営利を目的とした団体が提供する研究費

については，1 つの臨床研究に対して支払われた総

額が年間 200 万円以上．

奨学寄附金（奨励寄付金）については，1 つの企業・

団体から 1 名の研究代表者に支払われた総額が年間

200 万円以上．

（7）	その他の報酬（研究とは直接無関係な旅行，贈答品

など）については，1 つの企業または団体から受け

た報酬が年間 5 万円以上．
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